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Kenta Murasaki*, Yoshiaki Kai, Hiromitsu Endo and Atsushi Fukui. 2021. First Japanese 

record of the snailfish Osteodiscus andriashevi (Liparidae), collected off Iwate, Japan. J. 

Ichthyol., 68(2): 109-115. DOI: 10.11369/jji.20-044. 

Abstract Snailfishes (Cottoidei: Liparidae) are a large, morphologically diverse group of 

marine fishes, comprising about 32 genera with over 430 species worldwide. Among them, 

Osteodiscus Stein, 1978 is primarily distinguished from other genera in having a unique 

skeletal pelvic disk covered only by thin skin. Three species of the genus are currently 

known: Osteodiscus cascadiae Stein, 1978 from the eastern North Pacific; Osteodiscus 

andriashevi Pitruk and Fedorov, 1990 from southern Sea of Okhotsk; and Osteodiscus 

rhepostomias Stein, 2012 from southeast of New Zealand. During a taxonomic study of 

snailfishes, a single female specimen of Osteodiscus (150.3 mm in standard length) 

collected off Iwate in a depth of 1,997-2,108 m, was discovered in the fish collection of the 

National Museum of Nature and Science, Japan (NSMT). The specimen, characterized by 

60 vertebrae (total), 54 dorsal-and 49 anal-fin rays, a horizontal mouth, simple blunt teeth 

on both jaws, some teeth with lateral cusps orr the tip, an unnotched pectoral fin, and the 

presence of epipleural ribs and a reduced epural, was identified as 0. andriashevi, 

previously known only from the holotype and three paratypes. The present specimen 

represents the first record of Osteodiscus from Japanese waters and the southernmost 

record of 0. andriashevi. The new standard Japanese names "Hariban-kusauo-zoku" and 
"Choja-hariban-kusauo" are proposed for the genus and species, respectively. Based on the 

present specimen, the species diagnosis was partly revised. 

*Corresponding author: Institute of Oceanic Research and Development, Tokai Universiiy, 3—20-
1 Orido, Shimizu-ku, Shizuoka 424-8610, Japan (e-mail: murasaki-619@hope.tokai-uJp) 

クサウオ科魚類は，オタマジャクシのように

尾部が伸長した体をもつ，鱗と側線がない，

皮膚下にゼラチン層が発達する，針状の第 3眼下

骨が前鰊蓋骨付近まで伸長する，第 lおよび第 2

咽鯉骨がない，背鰭と臀鰭が 1基でしばしば鰭膜

によって尾鰭と連続する，尾鰭には分枝軟条がな

い，および腹鰭が様々な形態の吸盤に変形または

消失することで特徴づけられる (Kido,1988 ; 

Chemova et al., 2004 ; Smith and Busby, 2014 ; Nelson 

et al., 2016). 本科は全大洋から約 32属 430種以

上が知られ，北極海，北太平洋，および南大洋で

は最も種数が豊富な科の一つである (Chemovaet 

al., 2004 ; Orr et al., 2019). 鉛直的な分布域は極め

て広く，水深数メートルの潮間帯から 8,000mを

超える超深海にまでおよぶ (Chemovaet al., 2004 ; 

Gerringer et al., 2017) . このように多種多様に繁栄

したグループである一方，特に深海性の種では報

告例が少ないことから形態や分布に関する知見が
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不足しているものが多い．

Osteodiscus Stein, 1978は，一部の支持骨格が皮

膚から透けてみえるほど薄い腹吸盤をもつことな

どで他属と識別される (Stein,1978, 2012). 本属

はこれまでに北太平洋東部，オホーツク海南部，

およびニュージーランド南東沖から計 3種が知ら

れているが，日本近海からの報告はなかった (Stein,

1978, 2012 ; Pitruk and Fedorov, 1990 ; Stein et al., 

2006). 今回，国立科学博物館の所蔵標本から岩

手県大槌沖の水深 1,997-2,108 mで採集された

Osteodiscus属の 1個体が発見され，原記載以来報

告がない Osteodiscusandriashevi Pitruk and Fedorov, 

1990に同定された．本研究では同標本の形態を

詳細に記載し，日本初記録として報告するととも

に，新標準和名を提唱する．

計数・計測方法は Andriashevand Stein (1998)に，

頭部感覚孔の名称および配列は Steinet al. (2001) 

に従った．脊椎骨および正中鰭の鰭条の計数には

軟 X線写真を用いた．胸鰭の鰭条は両体側で計

数した．頭部感覚孔はアニリンブルー液（和光純

薬株式会社）で染色後に観察した．眼および鯉孔

は右体側に基づき記載した（左体側では破損）．

卵巣卵は卵巣の外見から観察できるものについて

0.01 mm単位で計測した．標準体長および頭長は

それぞれ SLおよび HLと表記した．本研究に用

いた標本は，国立科学博物館 (NSMT) とロシア

科学アカデミー動物学博物館 (ZIN) に保管され

ている．

Osteodiscus Stein, 1978 

ハリバンクサウオ属（新称）

Osteodiscus Stein, 1978: 24 (original designation, type 

species Osteodiscus cascadiae Stein, 1978 by monotypy). 

識別的特徴本属は鼻孔が左右 l対，鰊条骨数

6, 腹吸盤は薄い膜状で一部の支持骨格が皮膚か

ら透けている，および肋骨をもたないことでクサ

ウオ科の他属から識別される (Stein,1978, 2012). 

備考 本属のタイプ種は，北太平洋東部（ブリ

ティッシュコロンビア沖からカリフォルニア沖）

に分布する Osteodiscuscascadiae Stein, 1978である

(Stein, 1978 ; Stein et al., 2006). このほかに，オホー

ック海南部と岩手県沖に分布する 0.andriashevi, 

およびニュージーランド南東沖に分布する

Osteodiscus rhepostomias Stein, 2012が知られている

(Pitruk and Fedorov, 1990 ; Stein, 2012 ; 本研究）．

Kido (1988) は当時 Osteodiscus属を構成してい

た唯一の種である 0.cascadiaeに基づき，本属の

固有派生形質として胸鰭の射出骨が 2個，腹吸盤

を支持する鰭条の第 2番目と第 3番目が非常に離

れている，および上肋骨をもたないことを挙げた．

また，本属とインキウオ属 ParaliparisCollett, 1879 

やカンテンウオ属 NectolゅarisGilbert and Burke, 

1912aに見られる派生形質として頭頂骨，上尾骨，

および幽門垂をもたないことを挙げた (Kido,

1988). しかし，のちに同属の新種として記載され

た0.andriasheviでは，胸鰭の射出骨が 3または 4

個で，上肋骨と上尾骨がある (Pitrukand Fedorov, 

1990). 一方， 0.rhepostomiasでは胸鰭の射出骨は

2個であるが［その他に Kido(1988)が属の派生

形質とした骨格と幽門垂に関する記載はない］，

その第 1番目はクサウオ科の他種に比べて著しく

肥大する (Stein,2012). 最近， Orret al. (2019)が

行なったクサウオ科の分子系統解析では，

Osteodiscus属はコンニャクウオ属 Careproctus

Kr0yer, 1862からなるクレード内に位置したが，同

研究でも本属 3種のうち 0.cascadiaeのデータの

みが用いられた．したがって，現時点で本属の有

効性や他属との系統類縁関係について議論するこ

とは難しい．今後，追加標本の収集も含め，形態

学・分子遺伝学の両方に基づいた包括的な研究を

行う必要がある．

これまで Osteodiscus属には標準和名が与えら

れていなかったため，新たに「ハリバンクサウォ

属」を提唱する．これは本属の腹吸盤が薄く平ら

で，一部の支持骨格が皮膚から透けてみえる様子

が破璃盤（＝ガラスの平皿）を連想させることに

因む．

Osteodiscus andriashevi Pitruk and Fedorov, 1990 

チョウジャハリバンクサウオ（新称）

(Figs. 1-4; Table 1) 

Osteodiscus andriashevi Pitruk and Fedorov, 1990: 856, figs 

1—3, unnumbered table (original description, type locality: 

Sea of Okhotsk, 1,930-1,950 m depth); Sheiko and 

Fedorov, 2000: 33 (Sea of Okhotsk; listed); Chemova et 

al., 2004: 32 (Sea of Okhotsk; listed); Parin et al., 2014: 

344 (Sea of Okhotsk; listed); Chemova et al., 2020: 75, 

fig. 3 (Sea of Okhotsk; comparison). 

記載標本 NSMT-P97212, 150.3 mm SL, 雌，岩

手県大槌沖， 38.665゚N,143.125゚E-38.640゚N,143.148゚E,
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Fig. 1. Lateral view of Osteodiscus andriashevi, NSMT-P 97212, 150.3皿 11SL, female. 
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Fig. 2. Drawing of premaxillary teeth (right side) of 

Osteodiscus andriashevi, NSMT-P 97212. Bar indicates 0.5 

mm. 

水深 1,997-2,108m, 1989年 5月31日，淡青丸 (KT-

89-07, St. SRJ03), ビームトロール．

識別的特徴 本種は脊椎骨数が 55-60, 背鰭条

数が 52-54,臀鰭条数が 46-49, 口が水平に開く，

顎歯は先端が鈍い単一形で，一部の歯には先端付

近にわずかな側突起がある，胸鰭に欠刻がない，

および上肋骨と上尾骨をもつことで同属他種から

識別される (Pitrukand Fedorov, 1990 ; 本研究）．

記載 計数値および計測値の SL・HL比を

Table 1に示す．体は伸長し，断面は円みを帯び

るが，肛門より後方では側扁する (Fig.1). 体高

は後頭部で最も高く，以後しだいに低くなる頭

部はやや小さく，後頭部から吻部にかけての輪郭

は円い吻は円みを帯びてわずかに突出する．ロ

は亜端位で水平に開き，上顎の後端は眼の後縁を

通る垂線上にある．顎歯は先端が鈍い単一形で，

一部の内側歯には先端付近にわずかな側突起があ

る (Fig.2). 両顎歯とも約 25の斜列からなる歯

帯を形成する．鼻孔は左右 l対で，眼の中央を通

る水平線上にある．眼は中庸大で，瞳孔は大きく

て円い頭部感覚孔は鼻孔とほぼ同じ大きさで，

配列は 2-6-7-? (nasal poresが2個， maxillarypores 

が 6個， preoperculo-mandibularporesが 7個，

suprabranchial poresは皮聞の破損により不明）．下

顎先端の感覚孔は 1対で，互いに離れる．遊離感

丘の有無は不明．鰊孔はやや小さく，その上端は

眼の中央を通る水平線上にあり，下端は胸鰭第 5

鰭条基底に達する．背鰭起部は鰻孔後端の垂線上

にある最前の背鰭担鰭骨は鰭条を欠き，第 3番

目と第 4番目の神経棘の間に位置する．臀鰭起部

は背鰭第 7鰭条基底を通る垂線上にある．尾鰭は

載形胸鰭に欠刻はなく，その後端は臀鰭第 5鰭

条基底を通る垂線上に達する．胸鰭基底の上端は

上顎後端を通る水平線上にあり，下端は眼の後縁

を通る垂線上にある．腹吸盤は薄く平らで，肉質

部がなく， 6対の鰭条とそれらを支持する基鰭骨

の一部が皮閲から透けてみえる (Fig.3). 肛門は

腹吸盤の直後にあり，臀鰭起部からは離れる．肋

骨はない第 6-9腹椎骨および第 1-3尾椎骨に上

肋骨がある．上尾骨は 1個で痕跡的．下尾骨は尾

部棒状骨と癒合して 1個の要素となり，その後縁

に欠刻はない幽門垂は短く，腹腔の左側にある．

色彩 アルコール保存下では，体後部，頭部，

および背鰭と臀鰭の基部は淡い茶色で，胸鰭はや

や黒い（その他は皮閲の破損により不明）．口腔

と鯛腔は濃い茶色．眼と腹膜は黒色胃は白色

卵巣の発達 卵巣は嚢状で，その中には成熟卵
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Table 1. Counts and measurements of Osteodiscus andriashevi, NSMT-P 97212, 150.3 mm SL, female 

Counts 

Vertebrae (abdominal + caudal) 

Dorsal-fin rays 

Anal-fin rays 

Pectoral-fin rays 

Caudal-fin rays 

Principal caudal-fin rays (upper+ lower) 

Procurrent caudal-fin rays (upper+ lower) 

Branchiostegal rays 

Pyloric caeca 

Measurements in percent of SL (HL) 

HL 

Head width 

Maximum body depth 

Body depth at center of pelvic disk 

Body depth at anal-fin origin 

Snout length 

Maxilla length 

Mandible length 

Mouth width 

Orbit length 

Interorbital width (fresh) 

Interorbital width (bony) 

Gill slit length 

Pectoral fin length 

Pelvic disk length 

Pelvic disk width 

Caudal fin length 

Predorsal fin length 

Snout to anterior edge of pelvic disk 

Mandibular symphysis to anterior edge of pelvic disk 

Snout to center of anus 

Mandibular symphysis to center of anus 

Posterior edge of pelvic disk to center of anus 

Preanal fin length 

Center of anus to anal-fin origin 

Dorsal-fin origin to anal-fin origin 

SL, standard length; HL, head length. 

と未成熟卵が混在し，最大卵径は 3.59mm.

分布 千島列島シアシュコタン島西方沖のオ

ホーツク海および岩手県沖の水深 1,745-2,108m 

(Pitruk and Fedorov, 1990 ; 本研究）．

備考 岩手県沖産の本標本は，口が水平に開く

ことで Osteodiscus属 3種のうち 0.cascadiaeと0.

andriasheviに似るが (vs.0. rhepostomiasでは斜め

に開く），胸鰭に欠刻がないことで 0.cascadiaeと

は異なり， 0.andriasheviにのみ一致した (Stein,

60 (9 + 51) 

54 

49 

22 (left)/ 21 (right) 

8 

7 (3 + 4) 

1 (1 + 0) 

6 

7 

19.0 

11.9 (62.6) 

17.4 (91.6) 

15.6 (82.2) 

16.0 (84.3) 

6.0 (31.5) 

9.4 (49.7) 

9.3 (49.0) 

9.4 (49.7) 

4.4 (23.1) 

5.7 (30.1) 

2.9 (15.4) 

7.2 (37.8) 

22.0 (115.7) 

6.9 (36.4) 

6.9 (36.0) 

11.7 (61.5) 

21.4 (112.6) 

8.5 (44.8) 

7.7 (40.2) 

16.2 (85.0) 

14.8 (78.0) 

0.9 (4.9) 

29.1 (153.1) 

12.7 (66.8) 

19.6 (102.8) 

1978, 2012 ; Pitruk and Fedorov, 1990). また，本標本

は顎歯の先端が鈍<. 一部の歯には先端付近にわ

ずかな側突起がある (vs.0. rhepostomiasでは犬歯

状），および上肋骨と上尾骨をもつ (vs.0. 

cascadiaeではもたない）ことでも 0.andriasheviに

のみ一致した (Stein,1978, 2012 ; Kido, 1988 ; Pitruk 

and Fedorov, 1990). さらに，本標本の脊椎骨数 60,

背鰭条数 54, および臀鰭条数49は， 0.andriashevi 

（それぞれ 55—59, 52—53, および 46---49) と概ね一
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致したが， O.cascadiae (51-56, 47-52, および 40-

44) とO.rhepostomias (51-55, 46-47, および 41-

44) とは異なった (Stein,1978, 2012 ; Pitruk and 

Fedorov, 1990). 以上から，本標本は 0.andriashevi 

に同定されたなお，本標本と 0.andriasheviのタ

イプ標本では脊椎骨数と背鰭条数に 1ずつの相違

が認められたしかし，両形質におけるこの程度

の相違は，同属の 0.cascadiaeで報告されているた

め (Stein,1978), 本研究でも前述の相違を種内変

異として扱ったまた，本標本と 0.andriasheviの

タイプ標本では頭部の色彩もやや異なっていた［本

研究の標本では淡い茶色 (Fig.1) vs. タイプ標本で

は黒色 (Fig.4)]. しかし，本種と同じ深海性クサ

ウオ科であるコンニャクウオ属のザラビクニン

Careproctus trachysoma Gilbert and Burke, 1912bなど

でも，このような色彩変異が知られているため (Orr

et al., 2015), ここでも種内変異の範疇であると見な

Fig. 3. Ventral view of head and anterior part of body of 

Osteodiscus andriashevi, NSMT-P 97212. 

したただし，両標本は採集されてから約 30年が

経過していることから，保存中の褪色によってこの

ような違いが生じた可能性も考えられる

Chernova et al. (2020) は，千島海溝の水深

4,796--4,803 mから採集された 1標本に基づき

Careproctus laperousei Chernova, Thiel and Eidus, 2020 

を記載した Chernovaet al. (2020) が指摘 したよ

うに，本種は肉質が退化的な腹吸盤をもつことで

ハリバンクサウオ属の既知種と似る． しかし， C.

laperouseiはハリバンクサウオ属の既知種とは腹

吸盤の縁辺が肥厚すること (vs.全体が薄い），お

よび第 8腹椎骨と第 9腹椎骨に肋骨をもつ (vs.

もたない）ことで明確に異なる (Chernovaet al., 

2020). 

本研究に用いた岩手県沖産の 0.andriashev1 

(150.3 mm SL) の卵巣からは最大卵径 3.59111111の

成熟卵が確認されたが，これは同属で唯一性成熟

に関する知見がある 0.cascadiaeの成熟雌（約

65-81 111m SL) がもつ最大卵径 5.29mmより も小

さかった (Stein,1980). 

Osteodiscus andriasheviは，これまで千島列島シ

アシュコタン島西方沖のオホーツク海 (49.133゚N,

152.21 TE--48.117゚N,146.983゚E) で採集されたタイ

プシ リーズの 4標本のみが知られていた (Pitruk

and Fedorov, I 990). 本研究は，本種の第 2番目の

記録であるとともに日本初記録および南限記録

である．また， 0.andriasheviには標準和名が与え

られていなかったので，新たに「チョウジャハリ

バンクサウオ」を提唱するこれは，本種の種小

名の由来であるロシアの碩学 AnatolyAI1driashev 

博士に対する褒詞（長者）に因む．なお，こ の新

標準和名の提唱に際しては，日本魚類学会 (2020)

による「魚類の標準和名の命名ガイドライン (2020

年 10月 15日施行）」の 4.2.2「タイプ種に標準和

Fig. 4. One of the paratype specimens of Osteodiscus andriashevi, ZLN 49565, 165 mm SL, female. Photo taken by Dr. 

Natalia Chernova. 
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名がない場合は、帰属する日本産で代表的な種の

名称を属の標準和名に適用する。」の考え方に従

わなかったこれは，本属のタイプ種である 0.

cascadiaeがいずれ日本近海からも発見される可

能性があると考えたためである．本種は北太平洋

東部のブリティッシュコロンビア沖からカリフォ

ルニア沖に分布するが，同海域に生息する深海性

クサウオ科魚類の中にはムネインキウォ

Paraliparis pectoralis Stein, 1978やカンテンウォ

Nectolゅarispelagicus Gilbert and Burke, 1912aなど日

本近海からも知られている種が複数いる（中坊・

甲斐， 2013).

比較標本 チョウジャハリバンクサウオ Osteodiscus

andriashevi : ZIN 49565 (同番号2個体のうち 1個体の

写真と軟X線写真），パラタイプ， 165mm SL, 雌

オホーツク海 48.117'N,146.983゚E,水深 1,745---1,766m, 

1989年5月22日，ダーウィン号，オッタートロール．
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